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建設業における
第三のパート

フロンティアコンストラクション＆パートナーズ株式会社
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フロンティアコンストラクション
＆パートナーズ株式会社

代表取締役社長 松村 力

大学卒業後、大手ゼネコンに入社。

建設業界の課題を感じ、事業主側に立って建設

プロジェクトを適切にマネジメントするべく当

社を設立し、現在に至る。
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企業理念
『新しい建設業を切り拓く』

建築に関するお客様の課題や問題を解決するために、
型にはまらない業務であっても、お客様と共にチャレンジする

設計者でも施工者でもなく、
発注者の立場に立ち建築に関する技術的なサポートをする仕事
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本日紹介する発注者の立場に立った技術支援業務

4

１．コンストラクションマネジメント（CM）
 発注者の側に立ち、プロジェクトの目標を達成するため

  設計や工事に関するマネジメント業務を行う

２．PPP事業
  公共施設を自治体などと連携し、
 民間企業が設計・建設・維持管理・運営などを行う
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コンストラクション
マネジメントとは？
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コンストラクションマネジメントの概念

CMrが発注者側の立場で主体的にプロジェクトに関わることで、
必要な専門知識を補い、プロジェクトを推進していく

下 図：一般社団法人日本コンストラクション・マネジメント協会ホームページより
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従来方式の課題

意思疎通・連携が難しい
発注者に設計や工事の知識がない場合、
的確な指示が出来ず、理解の相違が原因の
設計変更や是正工事などが発生

コスト、スケジュール、品質のリスク
計画変更や是正工事などが頻繁に発生
→コスト・スケジュールの超過リスクが発生
品質の維持も困難に

従来方式（設計施工分離型）

設計者

設計業務
委託契約

発注者

施工者

工事
請負契約

7
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コスト・品質・
スケジュールの最適化

CM方式による効果
発注者主体の事業推進へ
建築の専門知識を持つCMrが
発注者側に立ち、発注者の意
思決定支援や設計者と施工者
のマネジメントを行う

8

CM方式（ピュア型）

設計者

設計業務
委託契約

発注者

施工者

工事
請負契約

CM
契約

マネジメント

マネジメント

CMr
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CMの役割

9

CMrが発注者への技術的支援をす
ることにより、プロジェクトの組
織づくり、合意形成支援などを通
じて、プロジェクトを円滑に推進。

プロジェクトの目標達成に必要な
適切なコスト・スケジュール・品
質の管理、またプロジェクト全般
もわたるリスクを最小化するリス
クマネジメントを実践する。
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工事発注設計企画

｜企画・事業計画段階
・要望抽出、現状の課題把握等
・事業実現に向けたスキーム検討、
スケジュール作成、予算の検討等

｜設計段階
・プラン、仕様（スペック）等の検討、
行政協議支援や助言等

・事業全体のコストコントロール支援

｜工事発注段階
・プロジェクトの性格に応じた最適な
発注方式での施工者の選定支援

・コストの妥当性評価

｜工事段階
・施工現場や管理書類の確認による
品質の確保

・安全管理支援

プロジェクトの段階ごとの主な業務内容

10
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CM業務の事例

※事例の資料については、情報管理のため
こちらのデータでは割愛しているページがあります。
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紹介事例リスト

他社HP画像なので、書き換える

工事概要 CMr参加フェーズ
（）内は今後の予定 CM方式 設計・施工発注方式

1 工場
耐震補強、改修工事

企画フェーズ
（～設計～発注～工事） ピュア型 設計・施工分離発注方式

2 マンション
新築工事 設計フェーズ ピュア型 実施設計・施工一括発注方式

３ ホテル
リニューアル工事 工事フェーズ ピュア型 設計・施工一括方式

４ 海外パビリオン
新築・解体工事

設計～発注～工事フェーズ
（～解体） ピュア型 設計・施工一括方式

５ オフィス移転PJ 設計～発注フェーズ
（～工事）

アットリ
スク型

工事発注設計企画
基本設計➤実施設計
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発注者 ：事業会社
建物用途：自社工場
工事内容：耐震補強工事と合わせた改修工事

〈発注者の課題〉
・工場の耐震が不足しており、耐震補強を行うことは決定済み
・老朽化の進む工場を同じタイミングで改修・修繕を行いたいが
どこまでの内容・範囲の工事をするか、社内で合意・決定がとれない

CASE1 企画段階の工事内容検討支援

13

発注主
CMr
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発注者 ：事業会社（事業多角化で不動産事業に注力）
建物用途：賃貸住宅
工事内容：新築工事
発注方式：実施設計・施工一括発注方式

基本設計はA社（設計事務所）
実施設計・施工はB社（ゼネコン）

※実施設計よりCM会社として当社が参加

〈発注者の課題〉
・実施設計への移行時に、基本設計プランの問題点（隣地側からの越境物・
容積率オーバーなど）が見つかり、基本設計の見直しが必要となった

・プロジェクトのスケジュールが非常にタイトであり、
スケジュール遅延リスクは絶対に避けたい

CASE2 設計段階のプラン検証

14

発注主
設計事務所
（基本設計）

CMr
ゼネコン

（実施設計・施工）
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発注主 ：不動産資産運用会社
建物用途：ホテル
工事内容：リニューアル工事
発注形態：設計施工一括方式

〈発注主の課題〉
設計完了後、工事金額が入札時に合意していた金額より超過（約24％）して
おり、当社へコスト管理の依頼をいただいた
※入札は他社（金融系コンサル）が実施

CASE3 コスト管理

15

発注主
ゼネコン

（設計・施工）
CMr
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16

・見積書のコスト内容は適正であった。
・設計段階での変更の積み重ねや
物価上昇による工事コストアップが
反映された結果、発注主の予算を超え
た内容となっていた。

・変更時の合意形成が不十分だったこと、
予算設定があまかったことが分かった

2. 工事内容の見直し検討1. 見積り内容の精査

・仕様（スペック）の見直し、
優先度の低い項目の中止など
工事内容の見直しをし、
工事予算内での金額合意に至った

当ケースでは結果的に工事実施に至ったが、
工事費の合意が出来ず、
プロジェクトが止まってしまうケースもあるため、
早めの段階でCMrが入り、コスト管理を行うこが望ましい
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発注主 ：国際イベントPM会社
建物用途：ルクセンブルクパビリオン
工事内容：新築および万博終了後の解体
発注方式：設計・施工分離発注方式

CASE4 EXPO2025大阪・関西万博
ルクセンブルクパビリオンCM

17

発注主
ルクセンブルク設計者

日本の設計者
CMr
施工者

内装工事施工者
コンテンツデザイン会社
コンテンツ技術支援会社

など
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18

• 工事発注支援
• 設計承認行為の支援
• リユース検討支援
• 工事監理状況の確認
• 現地確認検査
• コスト管理
• 本国への報告支援 など

開催が迫る短期決戦の中、設計・工事発注段よりCMrとして参加



Copyright © 2025 Frontier C&P  All Rights Reserved. 
19

2社統合に向けたオフィス移転プロジェクトの一括マネジメント

CASE5 オフィス移転プロジェクトマネジメント

19

A社 B社

通常オフィス移転で発注者が必要な発注（一例）
・オフィス設計
・B工事
（テナントが費用負担し、ビルオーナーの指定業者による、建物全体に関わる工事）
・C工事（テナントがテナントが主体となって行う内装工事）
・什器購入
・通信ネットワーク工事
・引っ越し
・各移転元の原状回復工事
（賃貸物件を退去する際に、入居前の状態に戻すための工事） 等

オフィス移転に伴う発注者の負担軽減・スケジュール短縮のため当社に相談



Copyright © 2025 Frontier C&P  All Rights Reserved. 
20

アットリスク型CM方式を採用し発注者の契約を当社に一本化

20

B工事
会社

C工事 
会社

什器
メーカー

ネットワー
ク工事会社

引越し
会社

発注者

CMr

設計
会社

 CMrは工事・プロジェクト全体の契約・責任を担い、各社へマネジメントを行う
 各社への発注金額は透明化し発注者へ提示
 CMｒは各発注金額とマネジメントフィーを受領（コスト＋フィー方式）
 プロジェクトを進める上での発注者負担を大幅に削減できる事業スキーム

※現在契約とりまとめの段階であり、CMｒ発注先は今後変更となる可能性があります
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当社CMの特徴
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他のCM会社との違い

様々な経歴を積み、多様な人材が集まり協力しあう

施 工

発注者

設計

現場で学ぶ
ものづくりの大切さ
コスト感覚

ディベロッパーで養う
発注者の視点

創造力・知見
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ＰＰＰ事業
（官民連携事業）
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ＰＰＰとは・ＰＦＩとは

ＰＰＰとは「Public Private Partnership」の略
で、官民連携事業のことです。
従来公共団体が主導していた公共サービスの提供
を、民間事業者の資金やノウハウを活用して進めて
いく仕組みを総称したものです。

その中でも、ＰＦＩは1992年にイギリスで始ま
り、日本では1999年に、「民間資金等の活用によ
る公共施設等の整備等の促進に関する法律（PFI
法）」という法律が制定されスタートしました。
このPFI（Private Finance Initiative）は、ＰＰＰ
の中でも特に民間資金を活用した事業方式です。

官民連携事業は、
「パートナーシップ」がポイント!
（官と民の協力・連携）

指定管理者制度 設置管理許可

Park-PFI制度
包括業務委託

ＰＰＰ
（官民連携事業）

PFI
（ Private Finance Initiat ive ）

DBO
BTO方式 BOT方式

BOO方式ｺﾝｾｯｼｮﾝ
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<参考>
ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン（令和６年改定版） 
内閣府民間資金等活用事業推進室

◆ＰＦＩは非常に大きな
市場（需要）

◆大きなスパンでＰＦＩ
事業数は増加

◆一度減少したのは大手

ゼネコンのリスク回避
による手控え？

◆直近では、地方や小型

案件も増えて地元企業
の参画も増えている
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PFI事業はゼネコン中心から運営中心に移行

◆大手企業中心から地元企業参画型へ
→自治体の希望もある（地域活性化）

◆ゼネコン中心から運営企業中心へ
→大事なのは運営のための整備

なぜゼネコン(GC)中心だったか
→建設費の予算検討がGCしか出来なかった
→事業コストが事業予算の多くを占め、

運営費の確保が課題になる

★当社は建築コンサルとして予算検証が出来、事業者目線
も持っているため、運営費と整備費のバランスがとれる。
★個社としての利益追求ではなく地元企業も巻き込んだ事
業全体の最適な形を追求。

<参考>
日本PPP/PFI協会資料をもとにKPMGにて作成

旧来は大手ゼネコンが中心（2019年度までの過去20年）

直近では運営維持管理に関連する企業が中心（2017年度～2019年度までの3年）

総合計 代表 構成 協力

当社(FC&P)の実績数（累計ですが） 17 2 15 0
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官民連携事業のメリット

公共施設等を「民間のノウハウ」を用いて、

サービスの向上や業務効率化、コスト最適化を目指す。

そのためには、、
・多くの他業種企業と協力（民間側でもパートナーシップが大事）

・様々な角度から長期的な事業検証（結構大変）

・オリジナリティのある提案（各社ノウハウの出しどころ）

・ホスピタリティの高い運営（民間のカスタマーサービス）

・利用者ニーズに合ったサービス（民間の感度）

官(行政)だけでは出来ないことを
民間企業がおこないます！
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三方良し

★PFI事業の場合、民間
が銀行等から資金調達し、

行政はサービス対価を延
払いすることでイニシャ
ルコストを抑えられる。

官民連携事業のメリット

<参考>
PPP/PFI推進の最新動向
国土交通省総合政策局社会資本整備政策課

利用者にとっては

民間企業にとっては 行政にとっては

★PFI事業の場合、

長期の収益機会
を獲得すること
が出来る。
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当社(FC&P)のPPP/PFI 実績事例

横浜市 上郷森の家 東京都（晴海）官民連携施設＆指定管理者

栃木新青少年教育施設 練馬区 四季の香ローズガーデン 横浜市 本牧市民プール

鈴鹿青少年センター・青少年の森 川崎市 富士見公園 熊本市 金峰山少年自然の家

静岡市 大浜公園 江東区 若洲公園 流山市 総合運動公園

小山市立体育館
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川崎市富士見公園（概要）
複数の運動施設を有
する都市公園

◆富士見公園は川崎市で初
めての都市公園として
1940年に開園
→PFI＋Park-PFI事業で再
編整備し、 2024年にリ
ニューアルオープン

◆北側
「テニスコート」「相撲場」
平面駐車場・店舗

◆南側
「川崎富士見球技場」

(旧川崎球場）
「かわQホール」
「富士見球場」(野球場)
 芝生広場・遊具広場

立体駐車場・店舗

所在地 川崎市 川崎区富士見1丁目、2丁目地内

立地・規模 JR川崎駅より約1km、約13ha

敷地概要
「景観計画区域（平野部ゾーン）」「防火地域・準防火地域」
「商業地域」「都市公園」「屋外広告物条例 禁止地域」
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富士見公園
約13ha

川崎市富士見公園（立地）



Copyright © 2025 Frontier C&P  All Rights Reserved. 

川崎市富士見公園（整備前）
公園内にいくつ
もの駐車場が点
在して、緑の少
ない、公園らし
くない「公園」
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川崎市富士見公園（概要）
運営企業、設計企業
を中心に皆で考え抜
いてプランニング

インクルーシブな遊びの広場
→公園の中央に配置して開けた空間に

桜並木を望む広大な芝生広場
→廻りはジョギングも出来る園路

ゲートボールも出来る人工芝の広場

子供に大人気の木製大型遊具

自然体験が出来る「農と自然の広
場」と「土の広場」

集約した300台の立体駐車場
→セットバックして圧迫感

を軽減

大きな大会利用も出来る
12面のテニスコート

イベント会場にもなる相撲場緑のあるオープンな
エントランス広場
→インクルーシブな

スポーツ広場を設置
し、夏には仮設プー
ルも設置

特徴的な形状をした
木造のパークセンター

整備事業費 48億
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FC&P

FC&P
川崎ﾌﾛﾝﾀｰﾚ

フロンターレ・フロンティアグループ

◆当社（FC&P）→事業推進段階における統括管理、事業全体のまとめ役

川崎市富士見公園（事業体制）

【工事監理業務】

川崎ﾌﾛﾝﾀｰﾚ

テナント

テナント
（飲食店）

テナント
（飲食店）

FC&P

川崎ﾌﾛﾝﾀｰﾚ

FC&P
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地元中心・運営中心の体制の実現

川崎フロンターレ→地域活性化

FC&P→建築がわかるプロジェクトマネジメント（事業推進）

地元造園会社 地元建設会社

維持管理会社

中堅建設
会社

土木会社
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建築コンサル会社が公園事業に取り組む意義

公園を起点
としたエリ
アマネジメ

ント
まちづくり

の理解

工事と運営
の両面を理
解した計画

現場力

複数の企業
の調整とり

まとめ
プロジェク
トマネジメ

ント力

行政との
折衝力

スキームや
制度の理解

地元企業と
の連携

地域活性化

全体最適の
視点
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建築技術者にとってのＰＰＰ
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◆視野が広がる
→工事だけ、設計だけでなく、事業全体に関われる（企画･計画･設計･工事･運営･維持管理）

◆ＰＪの全体計画をする上で、プラン検討・工事計画・工期検討・コスト検討が必要
→建築知識が活かせる、建築を知っているから設計者や施工者を活かせる（ｺﾝﾄﾛｰﾙも）

◆事業推進する上では想定力が必要（条件が整わないと動けない企業が多い）
→建築関連法令や制度の理解、建築知識を合わせて、事業コストや全体像を想定する

◆運営維持管理でも建築知識が求められる
→長期修繕計画や修繕内容など、設備や改修系の工事知識があれば力になれる

建築技術者にとってのＰＰＰ

ＰＰＰは建築技術者が活躍できる、より広いフィールド！
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